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研 究 課 題 の 一 つ は 近 年 、 日 本 で 発 生 し た 大 災 害 後 の 社 会 的 変 化 に つ い て

社 会 学 的 な 視 点 か ら 分 析 す る も の で あ る 。 分 析 結 果 は 次 の 通 り で あ る 。 安

全 国 家 に 見 え た 日 本 の 社 会 は 、 阪 神 淡 路 大 震 災 (1 99 5年 )や 東 日 本 大 震 災 (20

1 1年 )後 、 極 め て 脆 弱 な 基 盤 の う え に 成 り 立 っ て い た こ と を 白 日 の も と に さ

ら し た 。 災 害 は 日 本 (人 )の 価 値 観 や 思 想 に ま で 影 響 を 及 ぼ し た 。 震 災 か ら

の 復 興 に 向 け た 日 本 社 会 の 対 応 を 分 析 す る と 、 東 日 本 大 震 災 の 災 害 復 興 プ

ロ セ ス を 見 る と 約 2 0年 前 の 阪 神 淡 路 大 震 災 の 経 験 が 生 か さ れ て い た 。 し か

し な が ら 、 想 定 外 の 福 島 原 発 事 故 に 関 し て は 災 害 対 応 先 進 国 で あ る 日 本 さ

え 何 を な す べ き な の か う ま く 対 応 (災 害 ガ バ ナ ン ス )が 出 来 な い と い う 脆 弱

性 を 露 呈 し た 。  

 

未 曾 有 の 大 震 災 に よ っ て 日 本 が 直 面 し た 危 機 的 状 況 と そ の 生 々 し い 災 害

現 場 (被 災 者 や 災 害 専 門 家 )か ら の 声 と 災 害 後 の 対 応 は 韓 国 ( 4 . 1 6セ ウ ォ ル

号 )で の  災 害 に も 的 確 に 生 か さ れ る べ き で あ っ た 。 震 災 と 二 つ 目 の 研 究 課

題 で あ る 、 震 災 (災 害 )後 の 政 治 、 経 済 構 造 や 政 策 （ 制 度 や ガ バ ナ ン ス ） を

い か に 変 化 、 対 応 さ せ た の か と い う 問 題 意 識 か ら 出 発 し 、 被 災 実 態 に 基 づ

い て 災 害 後 の 政 治 、 経 済 ･社 会 政 策 に 関 す る 日 韓 比 較 を 行 な っ た 結 果 を 一

言 で 表 す と 、 「 韓 国 の 失 わ れ た 災 害 ガ バ ナ ン ス 2 0年 」 と 言 え る 。 1 9 9 5年 １

月 、 日 本 の 兵 庫 県 南 部 地 震 (阪 神 ∙淡 路 大 震 災 )が 発 生 し 、 韓 国 で は 同 年 6月

に 三 豊 百 貨 店 の 崩 壊 事 故 が 起 こ っ た 。 し か し 、 そ の 後 の 約 2 0年 を ( 2 0 1 5年

か ら )振 り 返 る と 、 韓 国 と 日 本 の 災 害 ガ バ ナ ン ス に は 雲 泥 の 差 が 発 生 し て

い る 。  韓 国 で は 、 政 府 レ ベ ル で の 安 全 文 化 の 欠 如 、 あ る い は 未 熟 さ が 露

呈 さ れ 、 職 業 倫 理 な ど の 問 題 と も か ら み 合 っ て 大 き な 問 題 と な っ て い る の

が 現 状 で あ る 。 今 後 、 日 本 の 経 験 を ど の よ う に 生 か し て 韓 国 型 災 害 ガ バ ナ

ン ス を 構 築 す る の は 大 き な 課 題 で あ る 。  

 

大 震 災 (大 災 害 )の 発 生 後 、 日 本 で は 自 然 災 害 の み な ら ず 、 国 民 の 意 識 (社

会 学 的 な 災 害 対 策 )や 社 会 構 造 (社 会 的 な 災 害 対 応 シ ス テ ム )、 ひ い て は 経

済 構 造 や 経 済 政 策 に も 大 き な 変 化 と 対 応 が 迫 ら れ た 。 こ れ ら を 研 究 す る 震

災 (災 害 )学 も 、 被 災 者 、 地 方 自 治 体 や 政 府 、 N G Oな ど の 多 角 的 な 視 点 で 考

え る べ き で あ る 。 し か も 、 地 震 被 害 や 津 波 被 害 、 原 発 事 故 な ど に よ る 放 射

能 被 害 か ら 複 合 的 な 連 鎖 危 機 を 視 野 に い れ て 研 究 せ ざ る を 得 な い 時 代 に な

っ て い る 。 ま さ に 、 震 災 学 は 議 題 (ア ジ ェ ン ダ )や 分 析 レ ベ ル の 多 様 化 が 進

ん で い る 。  

大 災 害 は 一 国 (日 本 )の 問 題 だ け に と ど ま ら ず 、 国 際 的 な 関 心 を 集 め 、 「

災 害 」 ガ バ ナ ン ス の 重 要 性 が 各 国 で 高 ま っ て い る 。 し か し な が ら 、 国 際 制

度 と 言 っ た 漠 然 と し た 国 際 シ ス テ ム レ ベ ル の 視 点 で は 災 害 か ら の 復 旧 ·復

興 や 再 生 の プ ロ セ ス を 十 分 に 明 ら か に す る こ と は 難 し く 、 地 域 の 利 害 関 係

集 団 、 地 方 自 治 体 、 政 府 を 巡 る 国 内 政 治 プ ロ セ ス に も 着 目 す る 必 要 が あ る



こ と を 実 感 し た 。  

 

地 震 が な い と 思 っ て い た 韓 国 に お い て 9 . 1 2慶 州 地 震 が 発 生 し た 。 今 回 の

研 究 は 、 そ の 独 創 性 が 非 常 に 高 く 、 議 論 だ け で は な く 、 今 後 、 韓 国 に お け

る 災 害 復 興 プ ロ セ ス や メ カ ニ ズ ム に な ど の 具 体 的 な 検 討 を 行 う 上 で 示 唆 す

る と こ ろ が 大 き い 研 究 で あ る と 自 負 し て い る 。 本 研 究 の 成 果 は 、 ひ と ま ず

、 日 本 や 韓 国 で の 研 究 会 ・ 学 会 で の 発 表 を 経 て 、 日 本 ・ 韓 国 ・ 欧 米 な ど の

有 数 の 学 会 誌 な ど で 単 著 1冊 、 論 文 ３ 本 な ど と し て 発 表 し た 。  

 
 研究成果の公表について(予定も含む） 
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01島 根 県 立 大 学  日 韓 ・ 日 朝 交 流 史 研 究 会 ＆ 心 の 問 題 勉 強 会 ［ 2016年 1月 7日 (
木 )16:30～ 18:00］  
「 韓 国 の 失 わ れ た 災 害 ガ バ ナ ン ス と 災 害 復 興 学 — 新 た な 日 韓 協 力 ア ジ ェ ン ダ
ー の 模 索 」  
 
02  関 西 大 学 ［ 社 会 安 全 学 部 学 術 講 演 会 ］ 2016年 1月 18日 (月 ) 10:40～ 12:10 
「 韓 国 の 失 わ れ た 災 害 ガ バ ナ ン ス 20年 ： 日 本 3.11東 日 本 大 震 災 か ら の 教 訓 」  
http://www.kansai -u.ac.jp/Fc_ss/news/detail.html?id=467（ 関西大学ホー
ムページ）  
 
03  第 3回  日 韓 共 同 シ ン ポ ジ ウ ム ]2016年 1月 23日 (土 )「 災 害 と 空 間 変 容 ： 記
録 ・ 表 象 ・ 地 政 学 」 ＠ 鹿 児 島 大 学  
「 ポ ス ト 3.11と ア ジ ア に お け る 地 域 災 害 復 興 の 変 容 ： ト ラ ン ス ・ ナ シ ョ ナ リ
ズ ム と 脱 地 政 学 」  
 
04 2016年 1月 30日 (土 )  10： 00～ 16： 00 発 表  
金 暎 根 「 日 本 の 災 害 復 興 学 と 現 場 力 、 そ し て  ト ラ ン ス ・ ロ ー カ リ ゼ ー シ ョ
ン 」 日 中 韓 ・ 国 際 学 術 シ ン ポ ジ ウ ム 「 巨 大 災 害 か ら の 復 興 ～ 東 ア ジ ア の 新 た
な 協 働 を 考 え る 」 ＠ 関 西 学 院 大 学  
 
05 震 災 復 興 学 セ ミ ナ ー  
-------日 時 ： 2016年 2月 2日 （ 火 ） 17:00 ～ 19： 00 
場 所 ： 都 市 安 全 研 究 セ ン タ ー 会 議 室 （ 2階 ）  
講 演 題 目 ： 日 本 の 震 災 復 興 学 と 国 際 協 力 ：  ト ラ ン ス ・ ナ シ ョ ナ リ ズ ム と 現
場 力  
講 演 者 ： 金  暎 根  氏 (高 麗 大 学  GLOBAL日 本 研 究 院  社 会 災 難 安 全 研 究 セ ン タ
ー 長 ）  
講 演 要 旨 ：  日 本 の 震 災 復 興 学 に つ い て 概 観 し 、 国 際 協 力 へ の 道 を 模 索 す る
こ と を 目 的 と し て 、 災 害 が も た ら す グ ロ ー バ ル 危 険 社 会 に お け る ト ラ ン ・ ス
ナ シ ョ ナ ル な (越 境 的 )営 為 、 及 び 、 社 会 文 化 的 ・ 政 治 経 済 的 変 容 と そ の プ ロ
セ ス に 着 目 し つ つ 、 「 ト ラ ン ス ・ ナ シ ョ ナ リ ズ ム 」 と 「 現 場 力 」 に つ い て 考
察 す る 。 ま た 、 グ ロ ー バ ル 時 代 に お け る 災 害 ガ バ ナ ン ス の 協 力 メ カ ニ ズ ム へ
向 け て の 課 題 を 提 示 す る 。  
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